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Digitable 基礎講座 2012　第 10 回　高木大輔講師
CmameraRAW6.0 及び 7.0 の新機能
2012 年度基礎講座の最終回は、RAW 画像処理の二回目と
して、Photoshop CAMERA RAW について解説する。昨年
も好評だった CmameraRAW の主要メニューが一目で分か
る「CAMERA RAW 機能別ウィンド」は最新バージョンの
CmameraRAW7.2 に入れ替えてみた。

■ CmameraRAW6.0 及び 7.0 の新機能
＊「粒⼦」機能の追加（6.0）
＊「ノイズ軽減」の強化（6.0）
＊「画像再サンプル」の改良（6.0）
＊基本補正パネルのリニューアル（7.0）
＊調整項目が増えた「補正ブラシ」「段階フィルター」（7.0）
＊「フリンジ軽減」が新設
＊「カメラキャリブレーション」の処理が 2012 バージョ
ンへと進化（7.0）

■ Camera Raw の使いこなし
Camera Raw 7 の特徴をまとめると、低ノイズ化されて画
質が向上し、⼤きく画像を補正でき⾃由な表現が可
能で、⼈の感性に沿ってストレス無く補正が終る、という
ことになる。撮影時に感じたことをあますことな
く再現できるとともに、業務としての⼤量の画像も効率よ
く、⾼品質な写真として現像することができるよ
うになったのだ。
Camera Raw は、ホワイトバランスや露光量といった基本
的な補正項目だけでなく、切り抜き、⾚目 補正ツール、ス
ポット修正、補正ブラシなどのツールも完備しているので、
これだけで事実上の画像補正を終了することができる。
…等々
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Nikon D700 ＋アクティブ D ライティング

高木大輔講師の労作、CmameraRAW の主要メニューが一
目で分かる「CAMERA RAW 機能別ウィンド」

●ツールバー
ズームツール
写真を拡大 ･縮小表示するためのツール｡

写真の一部をドラッグして範囲選択すると､ そ
の範網を一気に拡大表示することも可能

手のひらツール
手のひらでつまむようにして写真の表示位

置を動かすツール｡ 拡大表示したまま写真の隅々
まで確辞したいときに使う

ホワイトバランスツール
ホワイトバランスを調整するツール｡

本ツールでクリックした部分を基準に写真のホ
ワイトバランスを自動補正する

カラーサンプラーツール
クリックした箇所のカラー情報 (RGB 億 )

を最大 9つまで記憶できる｡ 色調を調整すると
きに重宝する

ターゲット調整ツール
写真の調整したい部分をドラッグするだけ

で､ その部分の明るさや色味､ 輝度を直感的に
調盤できる

切り抜きツール
写真をトリミングしたいときにドラッグし

た範囲内を切り抜ける｡ 縦横比の固定したトリ
ミングにも対応

角度補正ツール
ドラッグして描いた直線に合わせて､ 写真

の水平あるいは垂直を自動的に補正してくれる

スポット修正
画像に写り込んだ不要なゴミをワンクリッ

クで消去できるツール｡ 周岡の絵柄になじむよ
うに自動的に修整してくれる

赤目修整
ストロボで機影した際に発生しやすい赤目

写真を補正するツール｡ 瞳をドラッグして範囲
選択するだけで自動的に修整する

補正ブラシ
ブラシでなぞった部分に対して､ 明るさや

彩度､ 明瞭度などを調整することができるツー
ル｡ 部分的な調整に重宝する

段階フィルター
選択した範囲にグラデーションの効果をか

けて調整できるツール｡ 例えば､ 青空の階調を
段階的に調整したいときなどに効果的

○ CAMERA RAW7.2　 機能別ウィンド（図 221）

●各種パネル
基本補正パネル
ホワイトバランスや露光量、コントラスト、

彩度など､ 写真の色綱や明るさといった基本的
な調整を行う

トーンカ - ブパネル
トーンカ - ブによる階調補正を行う｡ 階調

毎の大まかな調整の他､ トーンカ - ブを自由に操
作して細かな調整も可能

ディテールパネル
輪郭をクッキリさせるシャープの調整や、

高感度で嬢形したときに発生したノイズを軽減
させることが出来る

HSL/ グレースケールパネル
色城ごこととにが色相 ･彩度 ･輝度を個別

に調整できる｡ 写真をモノクロ化して濃淡の調
整も可能だ

明暗別色補正パネル
ハイライト部とシャドウ部ををだ別々に調

整して特殊効果を狙った写真がつくれる。
モノクロ写真に着色することも可能

レンズ補正パネル
従来からの色収差の軽減や周辺光量補正を

に加え、Ver.7 では「レンズ補正」パネルとして、
アオリ機能の各種変形、歪曲収差補正、にも対応。
新機能のフリンジ軽減が追加された

効果パネル
銀塩フィルムで撮影したような粒状感を施

したりトリミングした写真の周辺光量をコント
ロール可能

カメラキャリブレーションパネル
プリセットから自分で好みの発色を選べた

り、カメラ特有の発色をカスタマイズ出来る。
異なるカメラ間でもい色味を統一させたい場合
にも便利

プリセットパネル
RAW現像の内容をここに登録しておけば､

その現像プリセットを他の写真にワンクリック
で適用できる

スナップショットパネル
CameraRaw での現像過程を記録できる｡

現像をやり直したいときや､ 数パターンに分け
て現像したいときに便利

●環境設定
XMPファイルの保存先やDNGフアイルにこ埋め
込む JPEG プレビューの更新など､ CameraRaw
の ｢環境設定｣ ダイアログはここから呼び出せ
る

● 画像を保存
RAW現像が完了した写真を保存する
際､ このボタンをクリックしてファイ
ル形式や保存先などの詳細設定を行う

●写真を回転
写真を回転させるときに使うツール｡ クリック
するごとに時計回り､ もしくは反時計回りに写
真を 90 度回転させることができる

●ワークフローオプション
CameraRaw で調整した画像を保存ま
たは完了させるときにカラ―スペース
やピクセルサイズ、解像度などを設
定出来る

●画像を開く
CameraRaw で 現 像 し た 画 像 を
Photoshop に受け渡して、さらにレ
タッチを続ける場合にクリックする

●プレビュー
ここにチェックを入れると､ 現在調整中の効果
が写真に反映される。
調整前の写真と調整後の写真を比較したいとき
に使うと便利

●フルスクリーンモード
CameraRaw の画面をフルスクリーン表示もしく
はウインドウ表示に切り替え可能。
現像作業 l こ集中したいときはフルスクリ - ン表
示に切り替えよう

●ヒストグラム
写真の輝度分布がグラフで視覚的に表示される。
CarneraRaw で調整した結果はこのヒストグラム
に反映されるので調整値の参考に便利

●撮影情報
絞りやシャッタースピード､ lSO 感度､ 焦点距な
ど写真の撮影情報がここに表示される

フリンジ軽減」スライダー
精度も高く、部分補正として十分に活用出来そうだ



参加者全員による “ライト二ングトーク”
（各⾃持ち時間 5 分）

TD 講師：友好団体一葉会の紹介
SY 会員：APCHI2012 レポートと認知科学の話
HC さん：レンズ購入の顛末、身近な野菜の作品も
AY 会員：ソフトによるプリント色の違いとレンダリングイ
　　　　ンテンド考察。「知覚的」より「相対的」？！
YA 会員：Guido Argentini の NUDE 作品について
IF 会員：裏磐梯と青沼の作品スライドショー
EY 会員：合成～料理の作品から
YK さん：写真工房の紹介とおはら祭り実行委員会
ST 会員：シチリア旅行記。フレスコ画が印象的
MK さん：小金井の写真
HM 講師：学友著書「Photoshop 速ナビ！」
…
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「ダブルトーン印刷とアナログ二度刷り印刷」

■アナログ二度刷り印刷

先ず二度刷り用のデータとして白黒レイヤーをつくり、トー
ンカーブを加えてコントラストを調整し、基本データの形
を整える。
さらに画像レイヤーをコピーして重ね、ダブルトーン印刷
用にレイヤーを作る。このレイヤーは透明度を低く調整す
るのがコツ。
完成データは別名で二度刷り印刷用として保存し、印刷し
てみる。
■ PS ダブルトーン印刷
フォトショップの「モード」の中にはダブルトーンという
項目がある。

「モード」という分類に入っているのがひとつのポイントな
のだろう。RGB カラー画像には適応できないようになって
おり、先ずグレースケールに変更する事で初めて「ダブル
トーン」を選択できる。
版は４版まで重ねられる。
…等々
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先ず二度刷り用のデータとして白黒レイヤーを
つくり、トーンカーブを加えてコントラストを
調整し、基本データの形を整える。
さらに画像レイヤーをコピーして重ね、ダブル
トーン印刷用にレイヤーを作る。このレイヤー
は透明度を低く調整する。

今月の 1 枚：ダブルトーンのプリント検証中
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≪ PS ダブルトーンの二度刷りを試みる≫

これら二つの版を分離してそれぞれをアナログ

的に二度印刷すれば、ダブルトーン印刷との違

いが検証できそうだと考え、二版の分離を試み

るが、どうにも出来そうにない。

チャンネルを見るが、ここもグレースケールな

ので、RGB に分かれているわけでもない。ダ

ブルトーン自体はレイヤーにもならないで出来

上がっている。二版が重なった結果としての表

示で印刷は可能だ。

それでも、なんとか二版を分離したいと考え、

まず第一般を二版の色と置き換えるように二版

の数値を読み取る。

カ ラ ー ビ ッ カ ー で の Ｈ Ｓ Ｂ の 数 値 は

２９. ３５．７０とあった。

第一版の初期設定に戻り、二版のＨＳＢの数値

を一版に入力する。すると第一版が二版の色

データで置き換わり色の画像が出来上がる。こ

れを第二版という名前で別名保存した。

PS ダブルトーンで二つの版をそのまま印刷したもの。

ＲＧＢに変換して二つをレイヤーで重ねたデータを二度刷りでダブルトーン印刷したものとどうちがうのか、重ねた

色データの透明度でも違いが有るかもしれない点も検証する。

１：アナログ二度刷りダブルトーン。（ＲＧＢ）・・・２度刷り

２：フォトショップでのダブルトーンの印刷（グレースケール）・・・一回印刷でも結果はだいぶ暗めに仕上がる。

３；上記二つの色の違いなどを解消するため、アナログ二度刷りデータに戻る

　　アナログ二度刷りの、第二版白黒レイヤー・着色にＰＳダブルトーン 2版の数値を入力、色つきのデータを作る。

　　画像の濃度を２０％とするが結果は第二版の色が強すぎる。

　　第二版の画像の濃度はそのまま、白黒レイヤー・着色の濃度を低く１０％とする。

４：ダブルトーン２版を分離し（ダブルトーンデータ）、アナログでの二度刷り印刷。（ＲＧＢ）

　　２で濃度が上がる結果は確認できたので、第二版の濃度を調整して印刷する。

　　

改めて第一版の黒インクのデータに、第二版

のデータをレイヤーで重ねれば、二回印刷用

のデータは完成できる。

一版二版のダブルトーンデータを重ねてみる

が、今度はどうしても重ねた第二版のデータ

の「色」が表示されず、第一般の黒インクの

データで表示される。

レイヤーとして上にあるにもかかわらず、ダ

ブルトーンのままでは、重ねたダブルトーン

第二版の色情報がレイヤーで表示されない？

そこで各データをＲＧＢに変換し、重ねてみ

るとレイヤーに第二版の色が乗った
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以前印刷サンプル用として作った、チャート入

り台紙を利用して再度使用する。写真部分を入

れ替えるようにカラーモノクロチャートだけを

残し、写真を削除した。

そこに今回使用する写真を貼り付ける。RGB

モードでレイヤーを重ねる。

このデータを基礎として、PS ダブルトーンと

アナログ二度刷り印刷を行う。

基本データとして保存する。

先ず二度刷り用のデータとして白黒レイヤーを

つくり、トーンカーブを加えてコントラストを

調整し、基本データの形を整える。

さらに画像レイヤーをコピーして重ね、ダブル

トーン印刷用にレイヤーを作る。このレイヤー

は透明度を低く調整する。

完成データは別名で二度刷り印刷用として保存

する。

PS ダブルトーン印刷と二度刷り印刷を比べる

ダブルトーンを選択すると、第一版は黒インク
が選択されている。順次第二版、第三版、第四
版と指定してゆく事が出来る。


